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中学生議会 一般質問 ここがききたい！

２
０
１
７
年
に
衆

議
院
の
選
挙
が
あ

り
、
消
費
税
に
つ
い
て
話
題

に
な
っ
た
。
２
０
１
９
年
に

は
、
消
費
税
が
10
％
に
な
り
、

そ
の
中
の
地
方
消
費
税
は
子

育
て
支
援
や
教
育
に
も
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
気
に
な
っ
た
の

が
、
消
費
税
は
何
に
使
わ
れ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
。
自

分
た
ち
が
物
を
買
っ
て
納
め

た
消
費
税
の
使
い
道
が
わ
か

る
と
、
消
費
税
を
払
う
こ
と

に
意
義
を
持
て
る
よ
う
に
な

る
と
思
う
。
ま
た
、
ほ
か
の

税
や
国
の
あ
り
方
に
も
関
心

が
高
ま
る
と
思
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
愛
荘

町
で
の
消
費
税
の
使
い
道
を

問
う
。

最
近
、タ
ブ
レ
ッ

ト
や
電
子
黒
板

な
ど
を
活
用
し
た
授
業
に

つ
い
て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
自
分
で
書
く
」
と
い
う

こ
と
も
大
事
で
は
あ
る
が
、

図
や
写
真
を
見
て
学
ぶ
と

き
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

を
使
え
ば
、
見
た
い
時
に

見
た
い
も
の
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
授

業
、
わ
か
り
や
す
い
内
容

に
な
る
と
思
う
。

　
必
要
な
と
き
に
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
を
使
え
ば
、

楽
し
く
興
味
を
持
つ
学
習

に
な
り
、
学
力
向
上
に
つ

な
が
る
と
思
う
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
、
学

校
の
授
業
で
最
先
端
の
教

育
機
器
を
導
入
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

近
年
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
被
害
が

身
の
回
り
で
増
え
て
い
る
。

　
ま
ず
一
つ
目
に
、
温
度
の

上
昇
で
あ
る
。
暑
い
夏
を
乗

り
切
る
た
め
に
冷
房
を
使
う

と
、
さ
ら
に
悪
い
影
響
が
出

る
。
町
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

逆
に
、
昨
年
の
冬
に
は
た
く

さ
ん
の
雪
が
降
っ
た
。
先
輩

が
雪
解
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

さ
れ
て
い
る
姿
を
見
た
が
、

町
の
除
雪
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
さ
ら
に
、
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
大
雨
や
水
害
に
対
す

る
備
え
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
以
上
、
三
点
に

つ
い
て
問
う
。

問

問

問

消
費
税
の
使
い
道
に
つ
い
て

最
先
端
の
技
術
を
使
っ
た
授
業
の
導
入
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

県
内
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ

た
授
業
を
見
学
し
、
電
子
機
器

の
良
い
と
こ
ろ
と
し
て
、
イ

メ
ー
ジ
が
膨
ら
ん
だ
り
、
自
主

的
に
学
習
で
き
る
効
果
を
聞
い

た
。
残
念
な
部
分
は
、
機
器
の

ト
ラ
ブ
ル
で
授
業
が
止
ま
っ
て

し
ま
う
と
の
説
明
を
受
け
た
。

　

こ
れ
か
ら
先
は
、
Ｉ
Ｔ
機
器

を
使
い
こ
な
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
時
代
に
な
る
。
現
在
、
各

学
校
の
パ
ソ
コ
ン
は
更
新
時
期

を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
室
の
パ
ソ
コ
ン
の

更
新
、
各
教
室
の
環
境
整
備
を

検
討
し
て
い
る
。

　

電
子
機
器
は
非
常
に
効
果
的

で
あ
る
が
、
議
員
が
言
わ
れ
た

よ
う
に
「
読
む
・
書
く
・
触
れ

る
・
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
・
話

し
合
う
・
教
え
あ
う
」
活
動
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

　

町
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
周
知
の
た
め
、
一
般
家

庭
を
対
象
に
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
補
助
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
や
、
環

境
学
習
・
環
境
フ
ェ
ス
タ
な
ど

の
啓
発
も
行
っ
て
い
る
。

　

町
で
は
毎
年
、
愛
荘
町
雪
寒

対
策
（
除
雪
）
計
画
書
を
策
定

し
て
い
る
。
冬
期
中
、
積
雪
に

よ
り
交
通
に
支
障
を
き
た
す
と

判
断
し
た
と
き
は
、
除
雪
業
者

や
自
治
会
に
お
願
い
し
除
雪
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

自
然
災
害
に
対
し
て
は
、
防

災
行
動
計
画
を
作
成
し
、
気
象

状
況
に
応
じ
て
職
員
を
配
置
す

る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

　

一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
、

防
災
・
減
災
対
策
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
教
育
主
監
）

答

答答

　

一
般
的
に
消
費
税
と
は
、
国
税

部
分
（
6.3
％
）
と
、
地
方
消
費
税

（
1.7
％
）を
合
わ
せ
た
も
の
を
言
っ

て
い
る
。

　

国
税
で
あ
る
消
費
税
は
、
す
べ

て
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
医
療
・

介
護
、
年
金
等
の
社
会
保
障
に
使

わ
れ
て
い
る
。

　

地
方
消
費
税
は
、
国
か
ら
交
付

金（
愛
荘
町
で
は
約
３
億
円
以
上
）

と
し
て
交
付
さ
れ
、
子
育
て
支
援
、

福
祉
医
療
や
ご
み
処
理
等
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
使
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
消
費
税
の
引
き
上
げ
に

伴
い
地
方
消
費
税
も
引
き
上
げ
ら

れ
る
の
で
、
住
民
の
更
な
る
福
祉

向
上
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
財
源
を

有
効
に
活
用
し
、
効
果
的
な
事
業

実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。 （

総
務
課
長
）

答

（
環
境
対
策
課
長
）

（
危
機
管
理
対
策
室
参
事
）

青
あお

峰
みね

　愛
まな

華
か

 議員
（秦荘中学校）

小
こ

林
ばやし

　優
ゆう

斗
と

 議員
（秦荘中学校）

中
なか

嶋
じま

　映
えい

清
しょう

 議員
（秦荘中学校）

　緊張しましたが、堂々と話す
ことができてよかったと思いま
す。小学校のときより発言に重
みがかかり、真剣な雰囲気でし
た。とても貴重な体験ができ、
良い経験になりました。

　普段の生活の中での要望や疑
問を堂々と述べることができ、
それに対してしっかりと答弁し
て頂けたのでうれしかったで
す。愛荘町の行政について知る
ことができ、良い経験になりま
した。

　前日のリハーサルでは、間
違ってしまうことがありました
が、本番では間違うことなく発
言できました。貴重な体験がで
き、自分にとってすばらしい経
験となりました。
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中学生議会 一般質問 ここがききたい！

最
近
、
ス
ポ
ー
ツ
離

れ
が
問
題
視
さ
れ
、

小
・
中
学
生
の
体
力
も
低
下
傾

向
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原

因
と
し
て
「
時
間
・
空
間
・
仲

間
」
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
。

・「
空
間
」
は
、
身
近
に
行
け

る
公
園
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
遊

べ
る
場
所
が
少
な
い
こ
と
。

・「
時
間
」
は
、
中
学
校
の
運

動
部
以
外
の
人
の
運
動
時
間
が

少
な
い
と
思
う
こ
と
。

・「
仲
間
」
に
つ
い
て
は
、
僕

は
野
球
部
に
所
属
し
て
い
る
が
、

そ
の
対
戦
チ
ー
ム
の
人
数
が
少

な
く
、
残
念
に
思
う
こ
と
。

な
ど
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は

ど
の
よ
う
に
「
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
機
会
の
提
供
」
を
さ
れ
て
い

る
の
か
を
た
ず
ね
る
。

愛
荘
町
に
は
、

金
剛
輪
寺
や
び

ん
手
ま
り
の
館
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
財
や
地
域

資
源
が
あ
る
。

　
湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
開

通
に
よ
り
、
愛
荘
町
民
は

車
で
他
の
地
域
に
出
か
け

や
す
く
な
り
、
逆
に
他
の

地
域
の
人
た
ち
は
愛
荘
町

に
来
や
す
く
な
っ
た
。
そ

の
こ
と
は
、
愛
荘
町
へ
の

観
光
客
増
加
に
も
つ
な
が

り
、
多
く
の
経
済
効
果
を

も
た
ら
す
こ
と
と
思
っ
て

い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
湖

東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
経
済
効

果
と
、
そ
の
他
の
効
果
が

ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
く
ら
い

の
効
果
が
見
込
め
る
の
か

を
問
う
。

最
近
、
新
聞
や
ニ

ュ
ー
ス
で
、
い
じ

め
に
よ
る
自
殺
が
多
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
い
じ
め
は
、
人
間
関
係
の

優
劣
か
ら
起
こ
り
、
中
学
校

進
学
と
同
時
に
増
え
る
そ
う

で
あ
る
。
全
国
的
に
い
じ
め

が
な
く
な
っ
て
い
な
い
以
上
、

愛
荘
町
で
も
、
深
刻
な
事
態

が
い
つ
起
こ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
と
思
う
。

　
僕
は
、
み
ん
な
が
楽
し
く

学
校
生
活
を
過
ご
せ
、
い
じ

め
が
起
こ
る
前
に
相
談
が
で

き
る
と
、
深
刻
な
こ
と
に
な

る
前
に
対
策
で
き
る
と
思
う
。

　
そ
こ
で
、
愛
荘
町
で
は
ど

の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

に
充
実
を
さ
せ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
僕
た
ち
生
徒
に
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
を

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

問

問

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
の
提
供
に
つ
い
て

湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
経
済
効
果
つ
い
て

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

　

湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
の
経
済
効

果
は
、
愛
荘
町
を
訪
れ
る
観
光

客
数
で
み
る
と
、
開
通
前
は

１
年
間
約
26
万
人
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
が
、
平
成
26
年
は
約

33
万
５
千
人
、
平
成
27
年
は

39
万
人
と
、
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。
観
光
客
の
増
加
は
、
施

設
入
場
料
や
お
み
や
げ
物
販
売
、

飲
食
物
の
購
入
等
の
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、

経
済
効
果
は
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
、
湖
東
地
域
の
歴
史

や
文
化
の
優
れ
た
観
光
資
源
の

知
名
度
向
上
に
Ｉ
Ｃ
の
名
称
が

役
立
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

引
き
続
き
、
観
光
客
増
に
よ

る
経
済
効
果
、
交
通
の
利
便
性

向
上
に
よ
る
企
業
誘
致
、
雇
用

創
出
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
効
果
が
見
込
ま
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

愛
荘
町
で
は
、
学
校
を
通
じ

て
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
・
早

期
発
見
・
早
期
対
応
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
ノ
ー

ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
、
学

級
担
任
を
中
心
に
面
談
を
し
、

悩
み
の
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

い
じ
め
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
先

生
一
人
で
は
な
く
、
周
り
の
先

生
と
も
協
力
し
て
解
決
に
向
か

う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、

①
人
を
大
事
に
す
る
こ
と
。

②
い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
校
づ

く
り
の
充
実

③
も
し
、
い
じ
め
で
困
っ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
大
人
に
相
談
す

る
こ
と
。
を
お
願
い
し
た
い
。

　

い
じ
め
で
苦
し
む
こ
と
の
な

い
学
校
を
、
み
ん
な
で
作
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
商
工
観
光
課
長
）

答

答

　

町
で
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
体
育
館
、
武

道
館
、
野
球
場
な
ど
利
用
目
的

に
よ
っ
て
選
択
で
き
る
施
設
空

間
を
用
意
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
体
育

協
会
な
ど
が
主
催
す
る
各
種
大

会
・
教
室
を
提
供
し
て
お
り
、

幅
広
い
年
齢
層
が
日
常
的
に
多

様
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、時
間
・

施
設
空
間
・
活
動
仲
間
お
よ
び

活
動
を
提
供
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
誰
で
も
、
い
つ
ま
で

も
」
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
を
整
え

て
い
る
の
で
、
自
分
に
あ
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
を
見
つ
け
、
多
く
の

「
仲
間
」
と
心
身
と
も
に
健
康

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
生
涯
学
習
課
長
）

答

（
建
設
下
水
道
課
長
）

中
なか

島
じま

　健
たける

 議員
（愛知中学校）

田
た

中
なか

　凌
りょう

河
が

 議員
（秦荘中学校）

　辻
つじ

　凌
りょう

平
へい

 議員
（秦荘中学校）

　少し緊張しましたが、しっか
りと意見を言うことができてよ
かったです。また、普段できな
い体験ができ、とても勉強にな
りました。この体験を人生に生
かして生きたいと思います。

　議会で自分の思っている疑問
を質問することは、普通なかな
かできない体験なのでいい経験
になりました。緊張した雰囲気
の中、堂々と楽しんで町への質
問ができました。　

　普段入ることがない議場で、
役場の人がいる前だったので緊
張しました。自分たちの身近な
ことについて話を聞くことがで
き、とても貴重な体験になりま
した。


